
農業生産関連事業の労働力の全体像の把握について

・農業生産と加工・販売の一体化や、地域資源を活用した新たな産業の創出を促進するなど、農業の６次産業化を推進

・農業生産とあわせて農業生産関連事業に取り組むといった農業経営の多様化

１

左記の項目に加えて、農業生産関連事業に従事
した者（世帯員、組織経営体の経営主や、役員・構
成員のうち年間60日以上従事した者、常雇い）の全

てについて、人ごとに、性別、年齢、従事日数階層を
把握する。

資料No.３

次ページ

売　　　上　　　な　　　し

701

100 万  円

704

703

706

割

１　過去１年間の農業生産関連事業の売上金額の合計について、該当する
　もの１つに記入し、合計に占める割合をそれぞれ記入してください。

1

農家レストラン

10 億 円 未満

再生可能エネルギー
発電

708

5,000万 ～ １ 億 円 未満

705

1 0 億  円

1,000万円未満

5,000万円未満

農 家 民 宿

　　貸農園・
　　体験農園など

702

海外への輸出 707

1,000 ～

500

500万円未満～100 観 光 農 園

合計に占める割合

農産物の加工 702

～

小  売  業

～

注：共同で経営している場合は、持ち分に応じた売上金額欄を記入してください。

709そ　の　他

未  満

以  上

農業生産関連事業を行った方のみ記入してください。



２

（つづき）

【組織経営体の経営主と、役員・構成員（年間60日以上
従事した者） 】

【家族経営体・組織経営体の常雇い】 【家族経営体・組織経営体の臨時雇い】

② ③

性別 出生の年月

いずれか
に

該当する元号と出生の年月を
記入してください。

元号 出生の年月
男 女 大正 昭和 平成 年 月

149 199 249 以

日 日 日

①

【２】４の常雇い欄
の一連番号を記
入してください。

日 日 日 上

必ず１つに

③

過去１年間で農業生産関連事業に従事した
日数

（管理労働を含む）

従事日数は、１日を８時間 として計算してください。
（例）○１日４時間ずつ  → ２日で１日分
　　　○毎日１時間ずつ → ８日で１日分

1 30 60 100 150 200 250

～～～～～～日

29 59 99

224女 223

実人数　　（人） 従事日数の合計　　（人日）

男 221 222

日 上

④
過去１年間で農業生産関連事業に

従事した日数
（管理労働を含む）

従事日数は、１日を８時間 として計算してく

ださい。

（例）○１日４時間ずつ  → ２日で１日分

　　　○毎日１時間ずつ → ８日で１日分

60 100 150 200 250

～～～～日

99 149 199 249 以

③

経営主

いずれか
に

出生の年月性別

②

元号 出生の年月

昭和男 女 必ず１つに大正 平成 年

日 日 日

月

該当する元号と出生の年月を
記入してください。

①

【２】２の経営主・
役員等欄の一連
番号を記入してく
ださい。

【家族経営体の世帯員】

④

過去１年間で農業生産関連事業に
従事した日数

（管理労働を含む）

　従事日数は、１日を８時間 として計算してくだ
さい。
（例）○１日４時間ずつ  → ２日で１日分
　　　○毎日１時間ずつ → ８日で１日分

200 250

日～
② ③

性別 出生の年月 29 59 99 149 199

～～～～～

従
事
し
な
か

っ
た

1 30 60 100 150

上

以

元号 出生の年月

男 女 必ず１つに

いずれか
に

該当する元号と出生の年月を
記入してください。 日 日 日 日 日 日

249

大正 昭和 平成 年 月

経営主

①

【２】１の世帯員
欄の世帯員番号
を記入してくださ
い。



農業と農業生産関連事業の区分について

自ら生産した農産物を加工したり、販売したりした場合は、それに従事した日数は農業生産関連事業に含
める。
あ

注： 農業と農業生産関連事業の両方に従事した者については、それぞれの従事日数を把握できない場合は、何らかの方
法で按分する。

○農業と農業生産関連事業の従事日数

○ 「ふだんの状況」、「仕事の日数」における「自営農業」の考え方

【家族経営体】
過去１年間のふだんの状況

【家族経営体】
仕事の日数

基幹的農業従事者の判定に使われるこの項目について、これ
までの概念を維持するため、自家農産物の加工・販売はこれまで
と同様に「自営農業」に含める。

農業就業人口の判定に使われるこの項目について、
これまでの概念を維持するため、自家農産物の加工・販
売はこれまでと同様に「自営農業」に含める。

仕事の日数
は

○
自
営
農
業
が
多
い

○
そ
の
他
の

○
○
勤
務
や
自
営
業
が
多
い

３

過去１年間のふだんの状況

仕事を主に
していた

a

主
に

学
生

(

研
修
を
含
む

。

)

な
ど

で
あ

っ
た

a
主
に
家
事
・
育
児
・
そ
の
他
で
あ

っ
た

主
に
自
営
農
業
を
行

っ
た

主
に
他
に
勤
務
し
た

主
に
農
業
以
外
の
自
営
業
を
行

っ

た
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